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１．研究課題 

（和文）戦争と性 

（英文）War and sexuality 

 

２．研究期間 

２年間 

 

３．研究の概要（背景・目的・研究計画・内容および成果 和文 600字程度、英文 50word 程度） 

（和文） 

日本軍「慰安婦」問題の研究のため、ヒアリング・資料収集を行い、また、これまでの研究

を総合して、歴史像を構築したい。そのため、より広い視野から「戦争と性」の問題を検討す

るという課題をたてた。 

 具体的に調査したのは、まず、韓国人元「慰安婦」の方々からのヒアリングだが、このうち 2

名の記録は公表した。今後、引き続き公表していきたい。 

 次に、国立公文書館所蔵の BC 級戦犯裁判の記録から、オランダが行った裁判記録を収集し

た。これは今分析しているが、順次公表していきたい。 

 研究期間中、「河野談話」の評価をめぐる議論があらためて浮上したが、これに関しては、本

問題の総論にかかわるテーマなので、あらためて論考を公表した。 

 関連する新資料や、兵士の意識や、各国軍隊の「戦争と性」に関わる資料も収集し、その一

部は公表したが、これらも今後順次公表していきたい。 

 

 

 

（英文） 

 I made a research on the issue of “comfort women” and “war and sexuality” during WWII. 

I had interviews with former “comfort women” in Korea. Also I made a research on the BC 

class war crime trail documents by the Netherlands concerning the “comfort women”. I 

would like to write articles on this issue. 
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４．おもな発表論文等（予定を含む） 

【学術論文】（著者名、論文題目、誌名、査読の有無、巻号、頁、発行年月） 

吉見義明「日本軍「慰安婦」問題再考」『世界』846号,2013年 8月,44-53頁 

吉見義明「ある元日本軍「慰安婦」の回想(3) 」『中央大学論集』34号,2013年 2月,147-165頁 

 
吉見義明「ある元日本軍「慰安婦」の回想(4) 」『中央大学論集』35号,2014年 2月,103-125頁 

 
吉見義明「ある元日本軍「慰安婦」の回想(5) 」『中央大学論集』36号,2015年刊行予定 

 

 

【学会発表】（発表者名、発表題目、学会名、開催地、開催年月） 

 

 

 

 

 

【図  書】（著者名、出版社名、書名、刊行年） 

西野瑠美子ほか編『「慰安婦」バッシングを越えて』（大月書店,2013年）中「「河野談話」をど

う 
考えるか」を執筆。 

 

 

 

【その他】(知的財産権、ニュースリリース等) 

資料紹介:「第三五師団司令部「営外施設規定」」『戦争責任研究』80号,2013年 6月,55-57頁 

インタビュー:「「河野談話」が投げかけたもの」『歴史地理教育』798号,2012年 12月,18-22頁 

 

 

 

 


